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合　　計 55i119．6 13i108．3 11i122．2
注1）定期的アルバイト従事者のみ
注2）この他に無回答が大学院生4人，学部所属の研究生2人
注3）重複回答あり
注4）肉体労働：工場などの力仕事及び皿洗いなどの軽作業
注5）頭脳労働：中国語などの講師及び技能を用いる仕事
（31）『留学生新聞』（1992年7月号）。
（32）前出のr留学生新聞』（1992年6月号）。
一89一
314
るアルバイト者の比率がさらに増大することは明白である。
　以上の点から，岡山県下の中国人私費留学生は，全国レベル，特にその大
多数を占める首都圏を初めとする大都市圏の中国人私費留学生に比べて，
「恵まれた」留学生活を送っているといえよう。特例的に1日8時間以内の
アルバイトが認められる夏期休暇中で＄，大阪や神戸のように希望者が殺到
し，「アルバイト奪い合い」，「アジアの留学生ら悲鳴」（1991年8月15日付
『朝日新聞』）といったような深刻な事態は発生していない。
　それにもかかわらず，今回の調査結果から明らかなように，岡山県下にも
1日4時間を超えるアルバイトを行わなければ生活できない留学生が多数存
在しているのは事実である。もちろん，平均して5万円を遥かに超える（推
定6万5千円）の仕送りのある（33），中国以外からの私費留学生との経済的格
差は歴然としている。日本国際教育協会（！992）によると，親族から仕送り
を受けている私費留学生は35．1％存在し，当該留学生の平均仕送り月額は
74．7千円であり．これは調査対象者全体でみると，1人当たり平均26．2千円
とな：る（34）。・
　付記：引用文献は次号に一括して掲載する。
（33）前出の東京都（1988）によると，留学生の仕送りの平均額は5．1万円であるが，回答者
　の中には22．5％の中国人留学生が含まれているので，中国人留学生の仕送りをゼロと
　仮定すると，本文の数値が得られる。また，前出の東海大学教育研究所（1990）の調査
　によると，当該大学在学中の留学生は平均7万円以上8万円未満の仕送りがある（pp，
　40－41）e
（34）日本国際教育協会（1992）のp．13の表より算出。なお，この調査は同協会が全国の大
　学，短期大学，専修学校（専門課程）160校に在籍する私費留学生3，000人を対象とし，
　実施した生活実態調査である。回答者は1561人で，回答率は52．0％であった。残念なが
　ら，この調査では留学生の国籍を問う項目がないため，回答者に占める中国人私費留学
　生の比率等は不明である。
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